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柏市史編さんの基本的な考え方 －市史編さん基本方針－

平成２８年５月２３日決定

１ 策定の趣旨

この基本方針は，本市が市史編さん事業を行うに当たり，柏市第五次総合計画

の基本構想で示された本市の将来都市像「未来へつづく先進住環境都市・柏～笑

顔と元気が輪となり広がる交流拠点～」の実現に向け，市史編さんの方向性を示

すとともに，市史編さん事業の拠りどころとするために策定するものである。

２ 市史編さんの定義

本基本方針にいう「市史編さん事業」の定義は次のとおりとする。

(1) 市民全般・市内外に残る，柏市の歴史・文化・民俗・自然等に関連する資料

全般を収集して系統的に解明・調査研究を加えて出版する。

(2) 収集した歴史資料は本市及び市民の共有財産であり，本市を理解しよりよい

「まちづくり」の基本資料として保存管理し，活用していく。

３ 基本方針の期間

本基本方針の実施期間は，平成２８年度から平成３２年度までの５年間とし，

必要に応じ事業内容の見直しを行う。なお，計画の実施に当たっては，基本計

画・実施計画及び予算に反映させることにより，その実現を図るものとする。

４ 市史編さん事業の目的

市史編さん事業の目的は次のとおりとする。

(1) 近世・近代における行政の区分を超え，広い視野から柏の歴史的な位置を明

らかにする。

(2) 市民が地域理解を通じて愛郷心を高める基盤とし，継続的に市民自らが行う

まちづくりに役立てる。

(3) 新たに確認された歴史資料の検証を通して，柏の歴史や伝統文化を改めて見

直すことにより，本市の発展及び文化の向上に資する。

(4) 柏に関する古文書・考古資料・写真・金石史料・伝承等の有形・無形の歴史

資料を整理・保存・管理し，後世に伝えるとともに，現在及び将来の活用を図

る。

５ 市史編さん事業の基本方針

市史は，次の基本方針に基づき編さんするものとする。

(1) 既刊の『柏市史』『沼南町史』をはじめ，これまでの市内外の諸研究を参考

とするとともに，各学問分野における最新の成果を盛り込み，生活する市民の

視点から編さんする。

(2) 旧沼南地区の通史の完成と，旧柏地区の増加した資料に基づく知見を含めた

未刊行分の編集作業を市史刊行の二つの柱とする。

(3) 広く市民に親しまれるよう，写真や図版を多く取り入れるほか，ＤＶＤ等の

メディア活用も考慮して，まちづくりや生涯学習，学校教育等で活用される市



2

史を編さんする。

(4) 歴史資料の検証に基づく，質の高い学術レベルに耐えうる記載内容を保ちな

がら，平易な文章で読みやすい市史を編さんする。

(5) 本市は近現代に急速な都市化とともに大きく変貌を遂げ，開発に伴い関係資

料の散逸が危惧されている。こうした状況を踏まえ，行政資料を中心に早急な

調査を実施する。

(6) 編さんの過程で調査・収集した原資料，複写新聞記事などの２次資料は，将

来に向けて収蔵庫で適正に保存・管理し，柏市郷土資料展示室等で広く市民に

公開・閲覧して活用に努める。

(7) 歴史資料は，市内外から広く収集し，有形のものだけでなく，伝承等無形の

ものにも配慮して収集する。

(8) 歴史資料は柏市の発展過程を検証する基礎資料であり，「まちづくり」にも

活用すべきことを踏まえ，将来における市民との情報共有に配慮した整理作業

を行う。

(9) これまでの合併の経過を踏まえ，柏の地域的・歴史的・文化的な特性を基に

しながら編さんする。

６ 市民協働

市史編さんに当たっては，市民参加による愛郷心昂揚の視点から，次の方針に

より市民協働を進めるものとする。

(1) 市民による歴史資料整理ボランティアの活用を図る等，市民参加・参画の機

会の拡大に努める。

(2) 市民又は地域の方々，大学等と協働し，地域の歴史を掘り起こすことに努め

る。

(3) 地域の研究団体や個人，学校等と連携し，市史編さん事業の普及に努めると

ともに，次世代に向けた人材育成を図る。

(4) 歴史講演会・市民講座・歴史散歩・古文書講読会等の事業を通して，郷土理

解・地域の活性化により，市民の協働意識の醸成を図る。

７ 市史の内容

今後刊行する市史は，通史１冊，史料集３冊の全４冊とする。

(1) 〈通 史〉 （仮称）柏市史（沼南町史通史編）

(2) 〈資料集〉 ①柏市史（原始古代中世 考古資料）

②柏市史（史料編 花野井吉田家文書）

③柏市史（近現代史料）

８ 市史編さん刊行計画

(1) 通史及び資料集の刊行計画は別表のとおりとする。

(2) 刊行計画は，資料の収集状況や資料調査の進捗状況・財政状況等を勘案し，

およそ３年後を目途に見直しを行うこととする。

９ 頒布方法

市史の頒布に当たっては，市民が購入しやすい価格設定，方法となるよう努め

るものとする。
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１０ 付帯事業

(1) 市史編さん事業の付帯事業として，市史編さん事業の市民への普及を図るた

めの啓発書『歴史ガイドかしわ』（平成１９年３月初版刊行，四六版２４８ペ

ージ，３，０００部），学術研究に資する『市史研究』及び本市の近現代の発

展を記録した『写真集』を刊行する。

(2) 市史の市民への普及を図るため，歴史年表等の刊行について検討する。

１１ その他

市史編さん事業を進めるに当たっては，この「基本的な考え方」の趣旨を広く

市民に伝えるよう努めるものとする。

柏市史編さん委員会


